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職 業 安 定 局
Employment Security Bureau

自分らしく「働く」を実現

職業紹介
　ハローワークにおい
て、職業紹介・職業相
談、求人開拓、職業訓練
の受講あっせんを行い
ます。

雇用保険
　労働者の生活や雇用の安定、就職の促進のため
に、失業された方や教育訓練を受けられる方、育児休
業や介護休業を取得された方に対して、失業等給付
を行います。

雇用対策を通じた一億総活躍社会の実現
　生産年齢人口が減少
していく中、女性、若
者、高齢者、障害者、外
国人等の多様な働き手
の参画を推進し、活躍
を支援します。

労働市場の分析
　完全失業率、有効求人倍率等の雇用指標の動向を分
析し、政策を立案します。

労働市場のルールづくり
　企業と働く人のマッチングを民間の力を活かしつつ、
適切・円滑に進めるため、民間の行う労働者派遣、職業
紹介等に関するルールづくりを行います。

政策紹介

同一労働同一賃金の実現に向けて

　現在、非正規雇用で働く人は約４割を占めており、正
規雇用と比べて雇用が不安定、賃金が低い、能力開発
の機会が少ない、といった課題があります。
　どの働き方を選択してもしっかりした処遇を受けら
れるようにし、人々が自分のライフスタイルに合わせ
て、多様な働き方を自由に選択できるようにすることが
重要です。
　そのため、政府では、同一労働同一賃金の実現を最
大の課題の一つと位置づけ、政府一体となって平成28
年末にガイドライン案を策定しました。今後、法制化を検
討していきます。

政策紹介

企業の生産性向上を支援

　今後、労働力人口の減少が見込まれる中で経済成長
を図っていくために、個々の労働者が生み出す付加価
値（生産性）を高めていくことは、日本が直面している最
大の課題です。
　厚生労働省では、雇用
に関する様々な問題に対
応するために、事業主に
対して助成金を支給して
いますが、金融機関と連

携し、企業における生産性向上の取組を支援するため、
生産性を向上させた企業が労働関係助成金を利用す
る場合、優遇しています。

政策紹介

地方に仕事を創り、どこでも安心して働ける
未来へ

　現在、人口減少に加えて、若年層が東京圏を始めと
する大都市に流出しています。地方の人手不足の深刻
化は長年の課題です。
　若年層が流出する要因の１つとして、地方は、大都市
に比べて労働生産性が低く、それが賃金水準の格差に
結びついていることが挙げられます。
　こうした地域の課題を解決するため、都道府県の産
業施策と連携して、地域における正社員雇用の創出に
取り組む「地域活性化雇用創造プロジェクト」を平成28
年度に創設しました。
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［キッズコーナー］［マザーズハローワークでの
 相談の様子］

部局の所掌分野 　各都道府県の産業政策と一体となった正社員雇用
の創出や人材育成の取組を支援することで、地域の
雇用の安定や能力開発を推進し、地域の創意を活か
した労働生産性の向上や経済的基盤の強化を目指し
ています。

0ur Mission

仕事を通じて豊かな人生が送れるよう、
全国500箇所以上のハローワークを通じて、
①職業紹介、②失業時の所得保障を行う雇用保険制度の運営、
③「働き方改革」の実現に向けた雇用対策を一体的に実施し、
全国的なセーフティネットを提供しています。
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雇用情勢の改善

KEY WORD

完全失業率は約21年ぶりの低い水準で推移しており、
有効求人倍率は25年ぶりの高い水準となっています。
また、史上初めて、すべての都道府県で有効求人倍率
が１倍を上回りました。このように雇用情勢は着実に改
善しています。

マザーズハローワーク～働く母親を支援～

KEY WORD

　女性のＭ字カーブ解消は長年の課題です。子育て中
の方々の再就職を支援するため、子ども連れで利用しや
すい環境を整備したマザーズハローワーク・コーナー
で、担当者制のきめ細かな職業相談を行っています。
　仕事と子育てが両立しやすい求人を中心に集め、希望
に合う仕事を紹介するほか、仕事復帰に役立つセミナー
を開催したり、自治体と連携して保育サービス情報を提
供するなど、総合的かつ一貫したサービスを提供してい
ます。




